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会長挨拶 

 

関 雄二郎 会長 

皆様こんにちは。本日は日本と台湾の歴史を語るとき

によく名前が挙がる、二人の人物についてお話しします。 

一人は政治と行政のリーダー、後藤新平。もう一人は

土木技術者、八田與一です。 

日本は1895年の下関条約により台湾を統治し、1945

年までの 50 年間、武力行使、制度整備、経済発展の 3

段階で台湾総督府のもとで統治を行いました。 

この 50 年間、日本は鉄道、港湾、学校、そして上下

水道などの近代的なインフラ整備を進めました。もちろ

ん植民地統治という側面もあり、様々な評価があります

が、その中で台湾の社会基盤が整備されたのも事実で

あります。 

その象徴的な事業の一つが、台湾南部の大灌漑（だ

いかんがい）事業です。 

当時の嘉南平原は、雨が少なく、農業には非常に厳

しい土地でした。干ばつが起きれば収穫はほとんどなく、

農民の生活は安定していませんでした。 

そこで台湾総督府の土木技師であった八田與一が計
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画したのが、巨大なダムと用水路による水利事業でした。

彼が建設を指揮したのが、台湾南部台南にある烏山頭

（うさんとう）ダムです。 

このダムは 1930 年に完成し、嘉南大圳（かなんたい

しゅう）という大規模な用水路とともに、広大な農地へ水

を送りました。この事業によって、干ばつに苦しんでいた

土地は一大穀倉地帯へと変わり、台湾の農業生産は大

きく向上しました。まさに水が命を生んだと言える事業で

した。 

特筆すべきは、八田與一が単なる技術者ではなく、台

湾の人々と共に生きた人物だったという点です。フランス

式統治（同化主義）とイギリス式統治（間接統治）は比較

されますが、台湾は、土地と民族を理解して行うべきと日

本式統治、開発統治といわれています。 

彼は現地の人々と同じ目線で働き、完成後も農民と共

に喜びを分かち合いました。そのため台湾では今でも嘉

南大圳の父と呼ばれ、毎年命日には追悼式が行われて

います。 

政治や時代は変わっても、水を通じて人々の暮らしを

支えた功績は今も評価され続けています。 

ロータリーの精神にも「人のために尽くす」という理念

があります。遠い台湾の地で、人々の生活を良くするた

めに人生を捧げた八田與一の姿は、まさにその精神に

通じるものがあるのではないかと思います。 

本日は、台湾と日本を結ぶ「水の物語」をご紹介させ

ていただきました。ありがとうございました。 

 

幹事報告 

 
新沼 徹 幹事 

（地区より） 

・越谷RC様が本日、キャラバンにてお出で頂いておりま

す。創立 65 周年記念式典のご案内ご連絡させて頂

いております。出欠確認のご連絡をさせて頂いており

ます。本日、締め切りとなります。宜しくお願い申し上

げます。※5 月 10 日（日）13:30 よりロイヤルパインズ

ホテル浦和にて執り行われます。 

・もう 1点、越谷 RC様より創立 65周年記念事業として 

アルピ二スト「野口健様」により特別講演会を開催され

ます。日時は 4月 21日（火）17時～、越谷コミニュテ

ィセンターにて行われます。後ほど、こちらも出欠の確

認のご連絡をさせて頂きます。積極的な参加をお願

い申し上げます。 

・米山ハイライトが届いております。掲示板に掲載させて

頂きました。皆様方、ご確認をお願い致します。 

 

（クラブより） 

・本日、事務局へお給料をお渡しさせて頂きました。来

週は移動例会となりますので、本日とさせて頂きました。 

 

お客様挨拶 

 

越谷 RC 会長 瀧田 貴夫 様 

皆さんこんにちは。今年度越谷ロータリークラブ会長

を務めます瀧田貴夫と申します。 

まず初めに、越谷北ロータリークラブ様、50周年誠に

おめでとうございます。私共も 65周年を迎えるという事

で本日はキャラバンにお邪魔をしております。 

日頃より関会長、新沼幹事にはお世話になっておりま

して、ありがとうございます。関会長はいつもクールで格

好良く、新沼幹事は歌って踊って楽しくされております。 

先日米山の修了式の時も、新沼幹事に隠れてウーロ
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ン茶を飲んでいたのですが、バレてしまい、ワインを持っ

てきて頂いて、本当に気を使って頂きました。結果的に

二次会も行くことになりました。 

それ以外にも、大熊ガバナー補佐、近藤補佐幹事に

も大変お世話になっております。第 8グループはアクが

強めの会長さんがいらっしゃいますけれど、大熊さんの

器の広さでうまくまとめて頂いて、一番盛り上がっている

グループじゃないかと言われております。 

また、来年私は地区へ出向になってしまいまして、渡

辺さんと一緒の会員増強維持委員会に行くことになり、

渡辺さんとも先日会長エレクトセミナーの時に一緒にさ

せて頂きました。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日、65周年ということで私共三つ主なものがありま

す。①記念事業を行います。後日発表させて頂きます。

②記念講演会、③記念式典がございます。新沼幹事か

らありましたように、野口健さんをお呼びして、4月 21日

に記念講演会を行います。 

野口健さんは登山家として有名でございますけれど

も、清掃登山とか遺骨収集活動とか復興支援とか様々な

社会活動をしております。ロータリーの精神にも非常に

通ずるところがあると思いますので、是非ご興味のあるか

たは参加を頂ければと思っております。 

そして記念式典におきましては、本日一緒に来ていま

す江原実行委員長よりご案内をさせて頂きたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

越谷 RC 周年記念実行委員長 江原 武男 様 

皆さん、こんにちは。越谷ロータリークラブ創立 65周

年記念実行委員長を仰せつかっております江原でござ

います。平素は大変越谷北ロータリークラブの皆様方に

お世話になりまして、ありがとうございました。会長幹事さ

ん、須賀 50周年実行委員長様とは毎例会でどこかのク

ラブでお会いしてキャラバンを一緒にさせて頂いており

ます。 

まずは越谷北ロータリークラブ創立 50周年、誠にお

めでとうございます。当クラブも今年度 5月 9日をもっ

て、創立 65周年を迎えることになりました。つきまして

は、先程瀧田会長よりご案内がありましたように、公開例

会 4月 21日、記念式典は 5月 10日ロイヤルパインズ

ホテル 4階ロイヤルクラウンの間で執り行いますので、

是非とも大勢の皆様のご参加をお願いしたいと思いま

す。会場は 13時から、17時 45分ごろには終了する段

取りとなっておりますので、皆様ご協力頂ければありがた

いと思います。 

また、越谷北ロータリークラブ様の 4月 18日の 50周

年創立記念式典には会長をはじめ、越谷のメンバーで

参加させて頂きますのでその節もどうぞよろしくお願いい

たします。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

雑誌記事紹介 

 

櫻井 保彦 会員 

「ロータリーあるある相談室」(※ロータリーの友 2月号より) 

皆さんの「あるある」な相談に、経験豊かなパストガバ

ナーが、真剣に、時にはユーモアを交えてお答えしま

す。 

 

相談 

 クラブの委員会の中である程度話がまとまった計画

が、ある特定の会員（委員会メンバーではない人）の「オ
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レ、聞いてない」の一声で全部ひっくり返るのです。委員

会に任せたはずなのに、一体何なのでしょうか? 

 

回答① 

この方は、変わりゆくロータリーに直面し、不安を感じ

ている、あるいは、ロータリー人生の中に、不完全燃焼

感や未練をお持ちなのかもしれません。だから心持は穏

やかならず。つい、一言言ってひっくり返してやろうと思う

のです。 

ロータリーの役職は単年度でも、人生は単年度ではあ

りません。だから引きずってしまうのです。私たちは生身

の人間。達観などできるものではありません。でも、その

境地に一歩でも近づきたい。少なくとも、僕がロータリア

ンである理由はそこにあります。 

僕は昨年度ガバナーを務め、多くの課題にも直面しま

したが、気持ちは晴れやかでした。なぜなら、毎日クラブ

を訪問して、自分の思いを語り続けたから。未練や不完

全燃焼感はありますが、話すことで、意外とすっきりする

のです。 

なので、その方には炉辺会合などで思いを語ってもら

っては? その人はすっきり、若手会員には参考になるか

もです。 

自我を捨て、欲を持たず、流れに身を任せ（まるでクラ

ゲ）でも、人の役に立っている。そんな生き方を辞書で探

して見つけた言葉「生き仏」。意味は「生きているうちに

仏と変わらないといって崇められるようになった人」。 

究極のロータリアン像かもしれません。 

 

回答② 

実は私も、地区の役職に就くよう依頼をされていたの

ですが、某会員の圧力により、その話は白紙に戻されて

しまったことがあります。まさに一方的にひっくり返された

形です。あなたの怒りの気持ちはよく分かります。 

6月号本欄でパストガバナー十戒の中の二つを挙げ

ましたが、今回は三つ目を紹介します。それは「人事へ

の口出し」。もちろん、助言を求められた時には協力す

べきです。しかし、いつまでも自分の影響力を誇示し、”

院政”を敷くような態度は、組織にとって有害でしかありま

せん。 

これはクラブも同様。ベテラン会員の「オレ、聞いてな

い（オレサマに相談もなく勝手なことをするな）」「それな

らクラブを辞める（女性会員の入会の時によく聞く言葉）」

といった自己顕示的な発言の数々は、単に自分の存在

感を示したいだけで、結果としてクラブの雰囲気を悪く

し、居心地の悪い場にしてしまうのです。 

対処法は筋が通らないことは一切妥協しないという姿

勢。かつて私のクラブでも幹事が長老に呼び出され、説

教されることがよくありましたが、私は呼び出されません

でした。「あいつに行っても無駄」と思われたからでしょ

う。 

ところで、先日ある会員が「テセウスの船」の話をされ

ていました。「ある物体の全てのパーツが入れ替わった

時、それは過去と同じ物と言えるのか?」という哲学的な

パラドックスです。ロータリーに当てはめると、パーツであ

る会員は、常に入れ替わります。まさに「歳歳年年人不

同（さいさいねんねんひとおなじからず）」です。しかし。

ロータリーの理念が継続されれば、それは同じと言えま

す。ロータリーという船が沈まないように、ベテラン会員は

寛容な精神で温かく後輩を見守ってください。 

 

パスト会長卓話 

 

関森 初義 会員 

『50周年を迎えるにあたり』 

関森パスト会長から、越谷北 RC50周年を迎えるにあ

たりご自身の座右の銘と経歴、ロータリー歴やこだわりの

言葉をお話頂きました。 
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想いを込めた言葉やご自身の哲学は大変興味深い

内容となりました。 

 

スマイル報告
・越谷北ロータリークラブ様、50 周年おめでとうございま

す。越谷ロータリークラブの 65 周年もよろしくお願い

いたします。 

越谷 RC会長 瀧田 貴夫 様 

・越谷北RCの皆様、創立 50周年おめでとうございます。

越谷 RC も 65 周年を迎える事が出来ました。公開例

会、記念式典に多くのご来場をお待ちしております。

よろしくお願い致します。 

同 周年記念実行委員長 江原 武男 様 

・越谷 RC 瀧田会長、65 周年実行委員長江原様ようこ

そいらっしゃいませ。 

関 雄二郎 

・お客様ようこそおいでいただきました。本日はよろしくお

願い申し上げます。イーちゃん 1 年間本当にありがと

うございました。 

新沼 徹 

・お客様ようこそ。 

大島 直幸 
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・越谷RC瀧田会長、江原 65周年実行委員長ようこそ。

いつもお世話になっております。本日は不在ですみま

せん。4/21 と 5/10 両方とも楽しみにしております。宜

しくお願い致します。 

大熊 正行 

・お客様ようこそ!! 瀧田会長、いつも大変お世話になっ

ております。 

近藤 慎悟 

・瀧田会長、江原周年記念実行委員長ようこそ。 

小林 操 

・瀧田会長、江原実行委員長ようこそ。創立65周年おめ

でとうございます。 

須賀 篤史 

・瀧田会長、江原実行委委員長ようこそ! 

小宮山 大介 

・瀧田会長様、江原実行委員長様、ようこそ。 

中澤 伸浩 

・江原様、瀧田様ようこそ! 

小池 和義 

・本日お客様、越谷 RC 瀧田会長、江原実行委員長よう

こそ! 宜しくお願い致します。 

関森 初義 

・お客様ようこそ。本日宜しくお願いします。 

松井 昭夫 

・越谷 RCの皆様いらっしゃいませ。 

松﨑 義一 

・瀧田様、江原様、本日はお越し頂きありがとうございま

す。 

黒田 幸英 

・本日も宜しくお願い致します。 

佐藤 要 

・本日も宜しくお願い致します。 

伊藤 純 

・本日も宜しくお願い致します。 

加地 昭俊 

・本日もよろしくお願いいたします。 

石井 秀治 

・本日も宜しくお願いします。 

杉本 達司 

・本日もよろしくお願いします。 

杉本 充宏 

・本日もよろしくお願い致します。 

藤田 学 

・お客様ようこそ。関森会員本日卓話楽しみにしてます。 

市川 洋和 

・お客様ようこそ。関森さん、卓話よろしくお願いします。 

平 涼子 

・関森さん本日卓話よろしくお願いします。お客様ようこ

そ!! 

櫻井 保彦 

・関森さん卓話楽しみにしてます。 

太田 靖彦 

・関森会員、卓話楽しみにしております。 

江口 公晴 

・関森さん、本日よろしくお願いします。 

三上 圭介 

・①関森さん、本日のパスト会長卓話よろしくお願い致し

ます。②お客様いらっしゃいませ。 

鈴木 英男 

・市川エレクト、PELS 大変ご苦労様でした。挨拶よかっ

たです。 

小林 光則 

・誕生祝いありがとうございます。 

小林 巧 

・本日早退します。 

大濱 裕広 

・本日欠席致します。 

大塚 具視 

・世界平和のために 

橋本 哲寿 

 

出席報告 

会員数          51名 

出席者          34名 

出席率          68.0 % 
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◇ パートナー同伴観桜例会  

 

第 2413回 例会記録 

至：桜茶屋 

2026年 3月 25日（水）18時より開催された観桜例

会の様子を写真でお届けします。 
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ご参加された皆様、大変お疲れ様でした。 


